
２月４日、しもだて地域交流センターで、市政功労者等表彰式を開催しました。
叙勲受章者への記念品贈呈に続き、多年にわたり市の公益や振興発展のために尽く
された市政功労者の表彰を行い、その功績を称えました。

平成21年度 市政功労者等表彰式

�叙勲受章者
【春の叙勲】髙𣘺三郎　大泊信雄
上村禎男　小倉英司【秋の叙勲】
大木榮夫　小嶋寛一　【危険業務
従事者叙勲】髙橋兵一　濱野操　
谷島新一　沼田俊雄　蓮沼正男
増渕久昭　河野精次　新井幸雄　
小川力　※敬称略

�市政特別功労者【副市長】古宇田和夫　【農業委員会委員】塚原鉄雄　
�市政功労者【市長】冨山省三【自治協力員】永盛宣也　石橋和男　谷島豊　石塚利哉　岩見正道　江連利雄　藤澤
不二男　鈴木弘志　【統計調査員】江田恒夫  直井真由美　堀江節夫　齊藤きい　【民生委員児童委員】鈴木進　【保護
司】大林稔　小口訓右　塚原紀子　田﨑敏子　島田芳子　冨田英治　佐藤守　【学校医】河上隆太郎　【学校歯科医】
廣瀬宗治　飯島直　【市議会議員】宮﨑勇　【農業委員会委員】吉原一雄　 �一般表彰者【青少年相談員】谷島英子  
大島郁子  堀田阿以子　高橋一郎　【体育指導員】吉沢匡美　【関城地区ごみ散乱防止推進員会会長】柗本良一　【沖田
土地区画整理組合理事長】植木廣士　【生産組合長】新井勝男　直井保夫　【市職員】齋藤きよみ　児玉祐子 
�寄附者表彰【個人】冨山省三　田中良　柏木かおる　安増茂樹　※敬称略

▶表彰式に出席された
　叙勲受章者のみなさん

表彰式に出席された市政功労者のみなさん（地域交流センター・アルテリオ・集会室）
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筑西の祭フォトコンテスト
PHOTO CONTESTPHOTO CONTEST
筑西の祭りフォトコンテスト

筑西市観光協会長賞「彩光」告耕二（桜川市）

筑西市議会議長賞　「笠の華」
渡辺清（筑西市）

茨城新聞社長賞　「艶やかな出陣式」
小塙馨（桜川市）

下館商工会議所会頭賞「歓声のなかで」
大山信夫（筑西市）

筑西市教育長賞　「故人を忍ぶ夕べ」
飯村松雄（下妻市）

東京電力（株）下館支社長賞
「無心の笑顔」

栗原分平（筑西市）

筑西市長賞　「がんばれ豆力士」芦澤晋（下野市）

【審査員特別賞】長峰新平（筑
西市）、大倉勇（下妻市）
【佳作】飯田光信（下妻市）、
高須朋史（小山市）、宮田幸
雄（鹿嶋市）、渡辺実（小山市）

【あけの元気館】２月25日（木）まで　【協和公民館】２月26日（金）
〜３月11日（木）　【関城支所】３月15日（月）〜25日（木）
【市役所本庁舎】３月29日（月）〜４月８日（木）

作品
展示

平成 21年度「筑西の祭りフォトコ
ンテスト」の審査会が、１月 13日
に行われ、応募総数 62点の中から
次の作品が選ばれました。（敬称略）

筑西市観光協会
（筑西市役所商工観光課内）

☎２０−１１６０
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東
京
電
力（
株
）が

防
犯
灯
を
寄
贈

　

市
で
は
消
防
法
の
改
正
を
受
け

今
年
度
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
を
対
象
に
、
５
０
４
台
の
煙
式

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
急
病
時
な
ど
に
消
防
署
へ
つ

な
が
る
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

を
設
置
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

事
業
は
、
新
た
に
火
災
時
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
と
連
動
し
た
火
災
警
報
器
を

住
宅
の
寝
室
や
階
段
に
設
置
す
る

も
の
で
す
。

　

下
中
山
に
お
住
ま
い
で
一
人
暮

ら
し
の
須
藤
き
い
さ
ん
（
86
歳
）

は
「
今
ま
で
以
上
に
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
」
と
天
井
に
設

置
さ
れ
た
機
器
を
見
上
げ
て
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

問
高
齢
福
祉
課　

内
線
２
２
７

安
心
を
笑
顔
に

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
に

煙
式
火
災
警
報
器
を
設
置

火災警報器は緊急通報シ
ステムと連動しています。

「安心して暮らせるよう
になります」と笑顔の
須藤きいさん（下中山）。

　平成 21 年度茨城県市町村広報コン
クールで、本紙が２年連続となる特選に
選ばれました。
　特選を受賞した 11月号では「小栗内
外大神宮」の重文指定を表紙に、協働の
まちづくりや行政改革の取り組みなどを
紹介しました。今後も、市民のみなさん
により親しまれる広報紙づくりをめざし
ますのでご期待ください。
問広報広聴課　内線３１２、３１３

県広報
コンクール ピープルが特選

筑西市広報紙

１月 20 日、東京電力（株）下館支社（木
村重秋支社長）から「通学路の安全確
保に役立ててほしい」と防犯灯 20 台
と取付バンド 20 本が寄贈されました。

野
焼
き
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

家
庭
や
事
業
所
で
行
う
ご
み
の
野

外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
、
廃
棄
物
処

理
法
に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
煙
、
す
す
、
悪
臭
な
ど
に
よ
り

近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り

で
な
く
、
ぜ
ん
そ
く
の
発
作
な
ど
人

の
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
ほ

か
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
業
者
等
の
行
う
も
の
で

例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
最
近
は
社
会
状
況
の
変
化

に
よ
り
通
報
や
苦
情
の
対
象
と
な
る

こ
と
が
多
く
、
違
反
に
問
わ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
悪

質
な
野
外
焼

却
を
行
っ
た

場
合
は
、
直霞ヶ浦水環境フォーラム

〜霞ヶ浦の環境学習の未来を考える〜

３月13日（土）午前10時～午後３時30分
霞ヶ浦環境科学センター（土浦市沖宿町1853）

■
周
辺
の
生
活
環
境
や
、
住
民
の
健
康
に
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
の
あ
る

焼
却
行
為
は
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

罰
と
し
て
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く

は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
又
は
こ

の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
環
境
・
保
安

課
「
野
焼
き
・
不
法
投
棄
１
１
０
番
」

　

０
１
２
０-
５
３
６-

３
８
０

生
活
環
境
課
公
害
対
策
室

内
線
４
２
７
・
４
２
８

※
休
日
・
夜
間
で
緊
急
の
と
き
は
、

筑
西
警
察
署
☎
24-

０
１
１
０
へ

�内容＝活動事例発表、意見交換会、ワークショップ（水質分析、
プランクトン観察、アクリルたわし作り、投網体験など）

問霞ヶ浦環境科学センター　☎０２９-８２８-０９６１
HP http://www.kasumigaura.pref.ibaraki.jp/

入場無料
土浦駅東口から
シャトルバスを
運行します
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行 政 ニ ュ ー ス

竹
島
地
区
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
が
完
成
し
竣
工
式

「
下
館
・
時
の
会
」
が
ま
ち
づ

く
り
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞

防
災
行
政
無
線
の
運
用
開
始

民
間
自
治
功
労
者
表
彰

男
女
共
同
参
画
審
議
会
が
答
申

　

平
成
14
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
い
た
竹
島
地
区
の
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
の
完
成
を
受
け
、
１

月
28
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
総
事
業
費
14
・
１
億

円
で
、
計
画
人
口
１
３
８
０
人
、

戸
数
３
０
４
戸
の
生
活
排
水
を
処

理
し
ま
す
。

　

推
進
協
議
会
の
根ね

本も
と

俊と
し
か
ず一

会
長

は
「
事
業
の
完
成
に
よ
っ
て
、
生

活
環
境
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
自
然
環
境
の
再
生
に
も
貢
献

で
き
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

市
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
デ
ジ
タ

ル
式
防
災
行
政
無
線
の
開
局
式
が

２
月
１
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
関
城
・
明
野
・

協
和
地
区
で
は
従
来
か
ら
運
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
機
器
の
老
朽
化

や
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
の
改
修
を

行
い
、
下
館
地
区
に
つ
い
て
は
未

整
備
で
あ
っ
た
た
め
、
新
設
整
備

　

筑
西
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

（
水み
ず

柿が
き

一か
ず

俊と
し

会
長
）
は
１
月
27
日
、

諮
問
を
受
け
て
い
た
計
画
案
に
つ
い

て
吉
澤
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

開局式では、吉澤範夫市長が運用
開始のメッセージを放送しました。

時の蔵に併設されてい
る「蔵の谷間のトイレ」

２月６日に開催された「茨城県まち
づくりシンポジウム」の席上、表彰
式が行われました。（桜川市シトラス）

男女共同参画審議委員から吉澤範夫市長に
答申書が手渡されました。

竹島地区の横島に完成した農業集落
排水の処理場。農村生活の環境改善
が期待されます。

受賞の報告のため市役所を訪れた、
(左から）田崎善彦さん、篠﨑和子さ
ん、鬼澤和江さん

　

答
申
で
は
、
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
の
解
消
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
や

女
性
の
登
用
率
状
況
な
ど
を
具
体
的

に
数
値
で
示
す
よ
う
に
求
め
て
お

り
、
今
年
度
策
定
す
る
本
市
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
「
筑
西
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」
に
具
体
的
施
策
と

し
て
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

吉
澤
範
夫
市
長
は
「
緊
急
時
に

は
迅
速
に
情
報
を
伝
達
し
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
運
用
開
始
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
放
送
し
ま
し
た
。

　

下
館
・
時
の
会
（
一い
ち

木き

努つ
と
む

代
表
）

が
茨
城
県
の
『
ま
ち
づ
く
り
グ
リ
ー

ン
リ
ボ
ン
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
景
観
の
整
備
や
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

茨
城
県
市
長
会
民
間
自
治
功
労

者
の
表
彰
式
が
２
月
10
日
に
、
県

市
町
村
会
館
（
水
戸
市
）
で
行
わ
れ
、

鬼お
に

澤ざ
わ

和か
ず

江え

さ
ん
（
下
中
山
）、
田た

崎さ
き

善よ
し

彦ひ
こ

さ
ん
（
玉
戸
）、
篠し

の

﨑ざ
き

和か
ず

子こ

さ

ん
（
樋
口
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
長
年
に
わ
た
り
公
共

の
事
業
に
貢
献
し
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

下
館
・
時
の
会
は
、「
時
の
蔵
」

を
保
存
活
用
し
た
取
り
組
み
と
ま

ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
事
業
を
活
用

し
た
「
蔵
の
谷
間
の
ト
イ
レ
」
の

建
設
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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